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こ
の
た
び
は
栄
誉
あ
る
「
モ

ノ
づ
く
り
日
本
会
議
　
共
同
議

長
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
本
部
品
は
重
粒
子
線
が
ん
治

療
装
置
に
お
い
て
ビ
ー
ム
輸
送

用
電
磁
石
と
し
て
使
わ
れ
、
特

に
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
の
小
型
・

軽
量
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
で
す
。
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー

は
、
照
射
部
を
３
６
０
度
回
転

さ
せ
重
粒
子
線
を
任
意
の
方
向

か
ら
照
射
で
き
る
も
の
で
非
常

に
大
型
の
構
造
物
で
あ
る
と
い

う
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。
小
型

化
の
実
現
は
普
及
の
前
進
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　
当
社
電
力
シ
ス
テ
ム
社
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
支
え

る
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提
供

す
る
と
同
時
に
、
長
年
に
わ
た

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
基
本
技
術

か
ら
超
伝
導
、
核
融
合
、
加
速

器
と
い
っ
た
最
先
端
技
術
ま

で
、
幅
広
い
分

野
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
も
先
進
技
術

で
社
会
に
貢
献

し
ま
す
。

　
東
芝
の
超
伝
導
電
磁
石
は
重

粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
の
ビ
ー

ム
輸
送
用
に
使
わ
れ
る
主
要
部

品
で
、
患
者
に
重
粒
子
線
を
照

射
す
る
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
機
構

の
小
型
・
軽
量
化
を
実
現
し

た
。
超
伝
導
コ
イ
ル
を
使
い
、

こ
れ
ま
で
の
常
伝
導
電
磁
石
に

比
べ
強
力
な
磁
場
を
作
り
出
せ

る
。
ビ
ー
ム
軌
道
半
径
を
縮
小

し
、
分
離
し
て
い
た
ビ
ー
ム
偏

向
・
収
束
機
能
も
統
合
。
ビ
ー

ム
輸
送
ラ
イ
ン
の
設
置
長
さ
も

大
幅
に
短
縮
し
た
。

　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
は

加
速
し
た
重
粒
子
線

炭
素
イ

オ
ン
ビ
ー
ム

を
が
ん
細
胞
に

照
射
し
死
滅
さ
せ
る
仕
組
み
。

外
科
手
術
や
薬
物
療
法
に
比
べ

患
者
負
担
を
軽
減
で
き
る
。
重

粒
子
線
の
照
射
時
に
正
常
細
胞

へ
の
影
響
を
減
ら
す
た
め
、
ビ

ー
ム
の
位
置
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

精
密
に
制
御
す
る
「
三
次
元
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
法
」
な
ど
も

開
発
し
て
い
る
。

　
超
伝
導
コ
イ
ル
に
は
新
た
に

開
発
し
た
低
ロ
ス
線
材
を
採
用

し
、
こ
れ
ま
で
の
常
伝
導
電
磁

石
と
同
等
の
磁
場
応
答
性
を
実

現
。
こ
れ
に
よ
り
超
伝
導
電
磁

石
で
も
三
次
元
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

照
射
法
に
対
応
で
き
る
。
装
置

の
小
型
化
と
患
者
負
担
を
軽
減

す
る
照
射
技
術
を
武
器
に
、
国

内
外
で
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装

置
の
導
入
提
案
を
加
速
す
る
。
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友
ゴ
ム
工
業

若
手
中
心
に
高
性
能
技
術
追
求

喜
び
の
声

１
０
０
％
石
油
外
天
然
資
源
タ
イ
ヤ
「
エ
ナ
セ
ー
ブ
１
０
０
」

ものづくり生命文明機構　理事長賞

改
質
・
創
生
技
術
を
活
用

常
務
執
行
役
員
　
　

研
究
開
発
本
部
長
兼

材
料
開
発
本
部
長

中
瀬
古
広
三
郎
氏

　
名
誉
あ
る
賞
の
受
賞
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
環

境
配
慮
の
観
点
か
ら
、
従
来
の

発
想
と
は
異
な
っ
た
素
材
技
術

の
環
境
対
応
タ
イ
ヤ
を
作
り
た

い
と
し
て
、
若
手
技
術
者
を
中

心
に
１
０
０
％
石
油
外
天
然
資

源
タ
イ
ヤ
の
開
発
を
始
め
ま
し

た
。

　
一
般
の
タ
イ
ヤ
は
石
油
由
来

材
料
を
重
量
比
で
約
６
割
使
用

し
、
性
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

そ
の
全
て
を
バ
イ
オ
マ
ス
化
す

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
材
料
メ
ー
カ
ー
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
当
社
が

製
造
し
た
国
産
初
の
自
動
車
タ

イ
ヤ
誕
生
か
ら
１
０
０
年
の
節

目
で
あ
る
２
０
１
３
年
に
「
エ

ナ
セ
ー
ブ
１
０
０
」
を
発
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
天
然
素
材
へ
の
代

替
え
使
用
だ
け
で

な
く
、
天
然
素
材

だ
か
ら
こ
そ
発
揮

で
き
る
高
性
能
技

術
を
追
求
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
エ
ナ
セ
ー
ブ
１
０
０
」
は

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
資
源

を
全
く
使
用
し
な
い
１
０
０
％

石
油
外
天
然
資
源
タ
イ
ヤ
と
し

て
、
住
友
ゴ
ム
工
業
が
２
０
１

３
年

月
に
発
売
し
た
。
転
が

り
抵
抗
性
能
と
ウ
エ
ッ
ト
グ
リ

ッ
プ
性
能
は
日
本
自
動
車
タ
イ

ヤ
協
会
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
で

「
Ａ
Ａ
―
ｂ
」
を
達
成
し
、
低

燃
費
と
安
全
性
を
両
立
。
耐
摩

耗
性
能
は

％
石
油
外
天
然
資

源
タ
イ
ヤ
と
し
て

年
発
売
の

「
エ
ナ
セ
ー
ブ

」
と
比
べ
て

％
向
上
さ
せ
、
タ
イ
ヤ
寿
命

の
延
長
に
よ
る
省
資
源
化
も
実

現
し
た
。

　
開
発
過
程
で
は
、
ま
ず
合
成

ゴ
ム
や
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

補
強
剤

な
ど
の
石
油
由
来

材
料
を
、
天
然
ゴ
ム
や
シ
リ
カ

な
ど
の
天
然
素
材
や
天
然
由
来

の
既
製
品
に
置
き
換
え
た
。
さ

ら
に
天
然
ゴ
ム
の
低
燃
費
性
能

を
保
持
し
つ
つ
、
ウ
エ
ッ
ト
グ

リ
ッ
プ
性
能
な
ど
の
安
全
性
能

を
高
め
た
「
改
質
天
然
ゴ
ム
」

を
開
発
。
タ
イ
ヤ
の
基
本
性
能

で
あ
る
耐
久
性
や
気
密
性
も
同

時
に
向
上
さ
せ
た
。

　
老
化
防
止
剤
、
加
硫
促
進
剤

な
ど
自
然
界
に
存
在
し
な
い
素

材
を
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
で
創
生

す
る
技
術
も
開
発
。
こ
れ
ら

「
天
然
」
「
改
質
」
「
創
生
」

の
三
つ
の
置
き
換
え
技
術
に
よ

り
、
１
０
０
％
天
然
資
源
化
を

達
成
し
た
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 　　


